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市長の声で
お届け

後藤圭二
コラムの音声版は

こちら

大人になる

　20代後半に「世の中の事はだいたい分かった」
と考えていた私は、世間知らずの若造でした。こ
んな若造は、自分が大人になりきれていなかった
ことに、いつ気が付くのでしょう。
　私は、熱中していたテニス、野球、スキーで永
遠に上達し続けると思い込んでいた自分から卒業
したとき、「大人になった」と感じました。
　誰しも肉体は老化します。スポーツで必要な身
体能力もピークを過ぎれば衰えるのは当然。しか
し、実際に自分の身に起こるまで、自称アスリー
トの私には無縁な気がしていたのです。 50歳ご
ろ、細かい字を読みにくくなってきた時には、い
よいよ老化を実感しました。
　肉体は箱で、心はそれを間借りしている。と、

私は思っています。箱は有機物、年月が経てば当
然劣化します。しかし、「心」に衰えを感じるかど
うかは自分しだいです。
　昨年の後半、私はいろいろとチャレンジする機
会を得ました。書道展への出品、ピックルボール
やゴールボールへの挑戦。和太鼓の演奏でステー
ジに立ち、国際音楽祭でオーケストラを指揮、年
末にはドイツ語で「第九」を合唱。いずれも軽い気
持ちで引き受け、後に本番の高いハードルに直面
し「あぁ、引き受けんといたら良かった」と逃げ出
したくなることの繰り返し。
　いまだに若造感が抜けきらない私。「渋い大人」
になる日は、どうやらまだ遠いようです。
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税
制
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
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控
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し
、
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控
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な
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が
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伴
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児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
を
増

築
す
る
も
の
で
す
。
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主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
と
助

成
金
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
、
市

に
寄
贈
さ
れ
た
同
ス
タ
ジ
ア
ム
。

ガ
ン
バ
大
阪
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
同
ス

タ
ジ
ア
ム
の
10
周
年
を
記
念
し
、

ガ
ン
バ
大
阪
が
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。
特
設

Wウ
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ブ

E
B
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イ
ト
内
の
連
載
企
画

「
パ
ナ
ス
タ
物
語
」で
は
、
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設
に
携
わ
っ
た
関
係
者
な

ど
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
、
建
設
の
裏
話
や
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10周年ロゴマーク
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市
報
す
い
た

優
良
賞
を
受
賞

　「
第
37
回
近
畿
市
町
村
広
報
誌

コ
ン
ク
ー
ル
」で
、
市
報
す
い
た

令
和
７
年
10
月
号
が
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
文
化
セ

ン
タ
ー
の
主
催
で
、
優
れ
た
広
報

紙
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
取
材

に
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
や

読
者
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
の
情
報
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
愛
さ
れ
る

広
報
誌
を
め

ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市報のバックナ
ンバーはこちら

1日　元日　年のはじめを祝う。
12日　成人の日　おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます。

今月の
国民の祝日


